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岩手医大の柏葉です
いま、HoustonでＲＩＴＡ
と戦っています！



ＭＤアンダーソンがんセンターＭＤアンダーソンがんセンター留学留学研研修修
研修期間研修期間 平成平成1717年年４４月月2323日～日～66月月1717日日

医師８週間医師８週間
 

コメディカル３週間コメディカル３週間
研修研修参加者参加者 医師・薬剤師・看護師各医師・薬剤師・看護師各22名名

研修目的研修目的 チーム医チーム医療の実際を学ぶ療の実際を学ぶ
研修内容研修内容 新採用オリエンテーション新採用オリエンテーション

臨床の見学臨床の見学
 

（乳腺、ＢＭＴ）（乳腺、ＢＭＴ）
集学的カンファレンス集学的カンファレンス
外来化学治療外来化学治療
薬剤部薬剤部
看護部の教育システム看護部の教育システム
患者教育部門患者教育部門
専門家による講義専門家による講義

（倫理、統計、緩和医療、悪いニュースの伝え方、ボランティア等）（倫理、統計、緩和医療、悪いニュースの伝え方、ボランティア等）

研修課題として研修課題として、、乳がん症例乳がん症例の治療の治療についてについて留学に参加した留学に参加した医師・医師・
 薬剤師薬剤師・看護師・看護師がチームとなりプレゼンテーションを行うがチームとなりプレゼンテーションを行う





MM..DD..アンダーソンがんセンターアンダーソンがんセンターはどこにある？はどこにある？

テキサス州

ヒューストン

テキサスメディカルセンター
米国

http://www.enchantedlearning.com/geography/outlinemaps/usa.shtml




テキサスメディカルセンター

42のさまざまな医療施設が集まる
世界一の巨大医療センター



入院病棟 外来棟

2004年度の受診者数は70,000人以上
職員は総勢15,000人

 
ボランティアは1,600人

入院ベッド数
 

475床

MM..DD..アンダーソンがんセンターアンダーソンがんセンター



2005年3月に完成した

乳腺外来を含む外来棟
外来棟を結ぶ陸橋

外来棟の間を走るシャトル

MM..DD..アンダーソンがんセンターアンダーソンがんセンター



乳腺外来乳腺外来

待合室前のパティオ

待合室

受付



院内ロビー

アピアランス



Learning  center



日米の医療体制の差異日米の医療体制の差異

腫瘍外科医・腫瘍内科医・放射線診断医・腫瘍外科医・腫瘍内科医・放射線診断医・
腫瘍腫瘍放射線放射線科科医などの医などの専門家による完成専門家による完成
されたチーム医療されたチーム医療

多くの臨床試験が、一般臨床の多くの臨床試験が、一般臨床のなかでなかで、、
円滑に円滑に行われている行われている

CoCo--MedicalMedicalのの臨床能力の臨床能力の高さと高さとそれに支それに支

えられたえられたハイレベルなチーム医療ハイレベルなチーム医療



SpecialistsSpecialistsによるチーム医療によるチーム医療



MDMDアンダーソンがんセンターにアンダーソンがんセンターに
 

おけるおけるチーム医療チーム医療

乳がんを専門とする乳がんを専門とする

腫瘍外科医腫瘍外科医 1414名名

腫瘍内科医腫瘍内科医 2020名名

腫瘍放射線科医腫瘍放射線科医 44名名

例例)) 乳がん乳がん手術件数手術件数
 
66～～1010件件//日日
20002000人人//年年

乳がん新患数乳がん新患数
 

4040--5050人人//週週



Multidisciplinary ConferenceMultidisciplinary Conference

腫瘍外科医・腫瘍内科医・放射線診断医・腫瘍放射線科医・PA/APNが参加。
問題症例・治療方針の決定に困る患者に外来受診してもらう。
診察結果・検査結果をもとにカンファレンスで検討し治療方針を決定する。



Communication
Communication 
Communication



SpecialistsSpecialistsによるチーム医療によるチーム医療
 -- 日本における現状と課題日本における現状と課題

 
--

日本では、日本では、がんがんセンターや基幹病院を除き、センターや基幹病院を除き、
乳腺外科医が診断から手術、抗乳腺外科医が診断から手術、抗がんがん剤治療・剤治療・
ホルモン治療、さらには緩和医療に至るまでホルモン治療、さらには緩和医療に至るまで
一人で行っている一人で行っている

乳がん治療を乳がん治療を専門とする専門とする腫瘍内科医・腫瘍内科医・腫瘍腫瘍放放
射線射線科科医と若手乳腺外科医の育成が急務医と若手乳腺外科医の育成が急務

SpecialistsSpecialistsからなる医療チームからなる医療チームをを結成結成しし
Multidisciplinary ConferenceMultidisciplinary Conferenceをを開催開催するする



臨床試験臨床試験



2004年度の受診者数は70,000人以上

12,000人(17%)の患者が臨床試験に参加

臨床試験が日常臨床の中で円滑に行わ
れている

MDMDアンダーソンがんセンターにおけるアンダーソンがんセンターにおける
 臨床試験の実際臨床試験の実際

••患者の臨床試験に対する患者の臨床試験に対する高い高い意識意識
••医師の臨床試験に対する医師の臨床試験に対する積極的な積極的な取り組み取り組み
••臨床試験を行う体制臨床試験を行う体制が整備されているが整備されている



MDMDアンダーソン癌センターにおけるアンダーソン癌センターにおける
 臨床試験の実際臨床試験の実際

患者様

医師

臨床試験
専門の看護師

上級看護師

①①

 
問診・身体所見問診・身体所見

諸検査結果諸検査結果
をもとに診断をもとに診断

②②

 
医師に結果報告し医師に結果報告し
治療方針を検討治療方針を検討

③③

 
臨床試験臨床試験に適しているとに適していると
判断すると患者に説明判断すると患者に説明

⑤⑤

 
臨床試験臨床試験についてについて
十分時間をかけて十分時間をかけて
説明説明しし同意同意をを取得取得

④④

 
専門の看護師に専門の看護師に
連絡し連絡し臨床試験臨床試験

のの説明を依頼説明を依頼するする

臨床試験開始後は、患者スケジュールの管理
・データ管理・報告書の作成などを行う



MDMDアンダーソン癌センターにおけるアンダーソン癌センターにおける
 臨床試験の実際臨床試験の実際

患者様

医師

臨床試験
専門の看護師

上級看護師

①①

 
問診・身体所見問診・身体所見

諸検査結果諸検査結果
をもとに診断をもとに診断

②②

 
医師に結果報告し医師に結果報告し
治療方針を検討治療方針を検討

③③

 
臨床試験臨床試験に適しているとに適していると
判断すると患者に説明判断すると患者に説明

⑤⑤

 
臨床試験臨床試験についてについて
十分時間をかけて十分時間をかけて
説明説明しし同意同意をを取得取得

④④

 
専門の看護師に専門の看護師に
連絡し連絡し臨床試験臨床試験

のの説明を依頼説明を依頼するする

臨床試験開始後は、患者スケジュールの管理
・データ管理・報告書の作成などを行う



MDMDアンダーソンがんセンターアンダーソンがんセンターにに
 おけるチーム医療の現状おけるチーム医療の現状

米国には米国にはMidMid--level practitionerlevel practitionerと称される高いと称される高い
専門性と優れた臨床能力を有する専門性と優れた臨床能力を有する職種が存在職種が存在

MidMid--level practitionerlevel practitionerはは
–– 大学院（修士課程）を修了し、一定の臨床実習の後大学院（修士課程）を修了し、一定の臨床実習の後

 臨床現場で様々な特権が与えられる臨床現場で様々な特権が与えられる

–– 医師の責任範囲内で指示や処方を出すことができ医師の責任範囲内で指示や処方を出すことができ
 るる

MidMid--level practitionerlevel practitionerの存在が、全米第１位のの存在が、全米第１位の
医療を提供できる原動力の一つであるといって医療を提供できる原動力の一つであるといって
も過言ではないも過言ではない



CoCo--MedicalMedicalのの臨床能力臨床能力



MidMid--Level Level PPractitioner ractitioner とと  
呼ばれる職種呼ばれる職種

上級看護師上級看護師

看護師看護師

看護助手看護助手

薬剤師薬剤師

テクニシャンテクニシャン

臨床薬剤師臨床薬剤師
米国米国米国

日本日本日本

Physician 
Assistant

 

Physician 
Assistant



MidMid--level level PPractitioner ractitioner の役割の役割

上級看護師・臨床薬剤師は共に大学院（修士課程）を修了し、臨床上級看護師・臨床薬剤師は共に大学院（修士課程）を修了し、臨床
現場で様々な特権が与えられる現場で様々な特権が与えられる

薬剤、化学療法の指示箋の処方、
pre-printed order作成
薬剤を中心とした患者教育、
薬物使用ガイドライン作成

フィジカルアセスメント、
指示箋の処方、
患者教育

上級看護師
APN

臨床薬剤師
Pharm.D



上級看護師の役割上級看護師の役割



上級看護師の役割上級看護師の役割

直接的な患者ケア直接的な患者ケア

検査の依頼・投薬・治療検査の依頼・投薬・治療

患者の状態の評価患者の状態の評価

治療計画・看護介入・患者指導の成果に対す治療計画・看護介入・患者指導の成果に対す
る評価る評価

QOLQOLに関する問題の検証・調査に関する問題の検証・調査

研究活動研究活動

患者の擁護・倫理的側面へのアプローチ患者の擁護・倫理的側面へのアプローチ

質の高い標準的ケアの維持質の高い標準的ケアの維持



看護師教育システム看護師教育システム

Cancer Care CoursesCancer Care Courses



MDアンダーソンがんセンターにおける
 上級看護師の特殊手技に関する認定
 

MDMDアンダーソンがんセンターアンダーソンがんセンターにおけるにおける
 上級看護師の特殊手技に関する認定上級看護師の特殊手技に関する認定

中心静脈カテーテル挿入中心静脈カテーテル挿入

トロッカー挿入トロッカー挿入

気管内視鏡検査気管内視鏡検査

気管内挿管気管内挿管

日本では医師しか日本では医師しか
行えない医療行為だが行えない医療行為だが……..



MidMid--level level PPractitioner ractitioner の役割の役割

上級看護師・臨床薬剤師は共に大学院（修士課程）を修了し、臨床上級看護師・臨床薬剤師は共に大学院（修士課程）を修了し、臨床
現場で様々な特権が与えられる現場で様々な特権が与えられる

薬剤、化学療法の指示箋の処方、
pre-printed order作成
薬剤を中心とした患者教育、
薬物使用ガイドライン作成

フィジカルアセスメント、
指示箋の処方、
画像診断、
患者教育

上級看護師
APN

臨床薬剤師
Pharm.D





サ
ポ
ー
ト
業
務

Pharm.D

Pharmacist

Technician

日米の薬剤師日米の薬剤師

臨
床
薬
剤
師

Technician



日米における薬剤師の変遷日米における薬剤師の変遷

日本日本

19851985年年33月月3030日日

入院調剤技術基本料入院調剤技術基本料

（１００点業務）（１００点業務）

19941994年年

薬剤管理指導料薬剤管理指導料

（６００点）（６００点）

20082008年年

薬学教育６年生薬学教育６年生

専門薬剤師認定専門薬剤師認定

アメリカ
1950年

Pharmaceutical Care
1975年

臨床薬剤師 (ＰｈａｒｍＤ)
1976年

専門薬剤師認定委員会
(BPS )

1998年

がん専門薬剤師の認定



Ｂreast Team

BMT Team



医師・臨床薬剤師・上級看護師が
3名1チームとして診察チームを組み、

毎日、入院患者を回診する

医師・臨床薬剤師・上級看護師が
3名1チームとして診察チームを組み、

毎日、入院患者を回診する



乳腺外来乳腺外来

上級看護師

 
or Physician Assistant

問診・身体所見をとり、画像を含め
すべての検査結果を確認
医師とともに治療方針を検討
次回来院時の診察・諸検査の予約をとる

上級看護師上級看護師

 
or Physician Assistantor Physician Assistant

問診・身体所見をとり、画像を含め
すべての検査結果を確認
医師とともに治療方針を検討
次回来院時の診察・諸検査の予約をとる

医師
患者記録を確認し上級看護師

 or Physician Assistant

 からの報告をもとに治療方針

 について検討

 

医師医師
患者記録を確認し上級看護師

 or Physician Assistant
からの報告をもとに治療方針

 について検討

臨床薬剤師

 
Pharm.D

患者教育
薬物モニタリング
医師の問い合わせ対応

臨床薬剤師臨床薬剤師

 
Pharm.DPharm.D

患者教育
薬物モニタリング
医師の問い合わせ対応



BMT Clinic



コメディカルの課題コメディカルの課題

看護師・薬剤師の専門性の向上看護師・薬剤師の専門性の向上

チーム医療の動機づけチーム医療の動機づけ

役割拡大を担うリーダーの育成役割拡大を担うリーダーの育成



これまでのこれまでの日本の日本の医療現場医療現場

医師医師

薬
剤
師

薬
剤
師

看
護
師

看
護
師



現在の医療現場現在の医療現場

医師

看護師 薬剤師



理想とする医療現場理想とする医療現場

医師

看護師 薬剤師



今後の課題今後の課題

意識改革を行い固定観念の中での医療意識改革を行い固定観念の中での医療
から脱却するから脱却する

–– 法律や病院の規則や看護規定法律や病院の規則や看護規定からはなれからはなれ
 て医療を見直すて医療を見直す

患者にとって何が最善か患者にとって何が最善か

–– 医師、薬剤師、看護師がお互い医師、薬剤師、看護師がお互いの専門性の専門性
 を高め、を高め、自己の役割拡大に努力自己の役割拡大に努力し、対等し、対等
 の立場での立場でDiscussionDiscussionを行うを行う



@ NASA's Johnson Space Center



@ Galveston



@栄養補給



@野球チーム



@お好み焼き



@ プレゼンテーシヨン



@farewell party 
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